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要旨 ：RC 建築物 に 発生する有害な ひび割れを制御するに は，ひび割れ誘発目地 （以下目地 とい う）に よ りひ

び割れ発生を集中させ る方法 が有効で あ る 。 しか し，十分 な ひ び割れ集中性能を発揮 さ せ る た あ に 必要な 目

地断面欠損量は 部材厚さの 2（Ple以 上が必要 とされ，耐震壁など構造部材 で は 断面欠損量分 だ け部材厚 さの 割

り増し （以下増厚と呼ぶ）が必要で大きな コ ス ト増要因となる。本研究は ， 耐震壁へ の 適用を念頭に ， 従来

型 の 台形目地 に代 え，よ りひ び割れ集中率の 高い ノ ッ チ目地，並び に躯体内部 に埋込 み 目地を 設 け る こ とで

構造部材の 増厚を低減する新しい 目地工 法を開発すべ く実験検討を行 っ た 。 その 結果，目地の ひ び割 れ 集中

性能が従来技術 よりも優れ て おり，増厚の 大幅低減 の 可能性を見出 した 。

キーワード ：収縮ひ び割れ，ひ び割れ 誘発目地，引張実験

1，は じめに

　RC 建築物に 発生す る 有害な ひ び 割れ を制御す る に は，

ひ び割れ誘発目地 （以下目地とい う）に よりひ び割れ発

生を集中させ る 方法が有効 で ある 。 しか し ， 十分な ひ び

割れ 集中機能 を 発揮 さ せ る た め に 必要な 目地断面欠損

量 は 部材厚 さの 20％ 以上が 必要とされ
1），耐震壁など構

造部材 で は断面欠損髯分だけ部材厚 さの 割 り増しが必

要で大きなコ ス ト増要因とな る。

　本研究 で は，耐 震壁 へ の適用 を念頭に，従来の 台形断

面 の 目地 （以下，台形目地 と称す る ）に代え．よ りひ び

割れ集中率の 高い 先端が鋭角に尖っ た断面の 目地 （以下，

ノ ッ チ目地 と称する）， 並び に躯体 内部 に 面内せ ん 断力

を 伝達可能な埋込み 目地を 設 け る こと で，断面欠損量を

低 減 す る新 しい 目地 工 法 を 開発 す べ く実験 検 討 を 行 い ，

そ の 有効性を検証した 。 実験 で は，目地付き耐震壁を模

擬 した は り型試験体を製作し，引張載荷に よ る ひび割れ

荷重の 比較 を 行い ，ひ び割れ集中性能 の 検討 に 供 し た 。

2．新 しい 目地工 法の 提案

　本研究では，面内せ ん断伝達が可能なよう配慮し た埋

込み目地部を壁部材内部に設け，断面欠損を考慮しなく

て よ い 新 しい 目地の 開発 を 目標に検討を行っ た。内部埋

込み目地部でひび割れ発生後も確実なせ ん断力伝達性

能 を発 揮 させ る た め，内部埋込 み 目地 と して 波板鋼板を

選定した （写真一1b ）。 こ の 選定で は，目地部ひ び割れ

面 の 凹凸が 機械的に 咬合し，せ ん 断力が一般の コ ン クリ

ー
トの ひ び割れと同様に 伝達されるこ とを期待した 。

　しか し，埋込み 目地だけで は，外壁表面の ひ び割れ発

生位置 が特定さ れず防水処理 が で き な い 。 こ の 問題に対

処す る ため，耐震壁 の 外部表面に も目地を設ける必要が

あ り （外部目地と称す る），こ の外部目地は断面欠損と

して 扱うこ とが 求め られ る 。 防水 シ
ール 用の 外部 目地 と

して，先端が鋭角に尖 っ た欠損断面を有するノ ッ チ目地

を選定 した。ノ ッ チ目地先端で の 応力集中を 利用 し，前

記内部埋込み目地と併用す る こ とで （写真一lb） ひ び轡∫

れ集中性能の一層の 向上が期待され る 。

3，目地部の引張実験

3．i 実験の 概要 および試験体 の 設計

　本研究で は ， 目地性能の 評価の ため直接引張実験を実

施した 。 収縮ひ び割れ対象とす る場合，収縮を拘束 して

ひび割れ を 発生 させ る の が実現象 に 最 も 合致 す る 方法

とな る 。 しか し，こ の 方法で は ひ び割れ発生時の 引張荷

重 も し くは 引張 応力 を測 定す る こ と は 難 しい 。多 くの 実

験要因 を包含 し て 目地断面性能 の 定量評価を得 る ため，

収縮拘束応力発生 を模擬し た引張荷重 を 直接載荷す る

引張実験に て，ひ び割 れ荷重を 測定 す る 方が 合 理 的 と考

えた 。 試験体 は，RC 耐震壁から高さ 300mm 分を部分的

に切 り出す こ とを想定 し，長さ 1600mm の は り型試験体

と した 。 壁鉄筋は引張力方向の鉄筋の み と し，引張力と

直交方向の 短い 鉄筋は省略した。

（a）既存の 台形 目地　　　　　　 （b）提案目地

　　　 写真一一1 既存目地 と提案目地の 比較
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　試験体 に は，本実験 に 先立ち実施した予備実験の結果

に 基 づ き，目地部 を 長 さ方向に 2 カ所に設 け た （図
一1

参照）。 試験体長 さ は 2 カ 所 の 目地部から両側 に それぞ

轍 筋 （Dl3 ）の 最小定着長さ （30d・ 390  ）が十分確

保で きる長さ と した 。 目地部を 2 カ所設けた理由は，予

備実験に て，加力装置の 微妙な組立精度誤差や試験体の

設置誤差などの 影響 に より試験体 に 均等 な 引張荷重が

作用しに くく，実験結果に ば らつ き が 大きくなる傾向が

あっ た こ とに よ る。 前記の 影響から偏心 に よっ て 付加的

な曲げ （以下偏心曲げ）が試験体に作用 し，偏心曲げの

引張側となる側面で 早期に ひ び割れ が生 じやすい 。 同
一

の 目地部を 2 カ 所設け t

一
方の 目地部 で は偏心曲げの影

響から比較的低い引張荷重に て ひ び割れを 発生するが，

こ の ひ び割れ が発生 し た 後 は 試験体 の 剛性 が低下する

ため，他方の 目地部へ の偏心の 影響の 低減が期待で き る 。

　即ち，本実験 で は 1試験体 に 2 カ所の 目地部を設け，

2番 目の 目地部 の ひ び割れ荷重を 実験 値 と し て 採用 す

る こ ととし た 。 さ らに，ば らつ きの 多い 目地部ひび割れ

荷重の 諸要因に よ る変動状況を 正確に 把握す る ため，本

実験で は各試験体をそれぞれ 3 体製作 し ，
3 体の 平均値

で 目地部ひ び割れ荷重 を 評価 した 。

3、2 実験要因

　（1｝シ リ
ーズ t

　実験要因と試験体の
一

覧を表一1および図一2に 示す 。

本実験 で は
， 内部埋め込み 目地 と ノ ッ チ 目地の 効果を 明

らかに する た め，2つ の シ リーズの実験 を実施 し た 。 シ

リーズ 1 で は，目地 部補強筋比，外部 目地材の 種類，外

部断面欠損率 （は り全断面の 幅に対する外部目地深さの

比），内部埋込み目地材の 種類，内部断面欠損率 （は り

全断面 幅 に 対す る埋込み 目地幅の 比）を 実験要因として ，

合理的な目地断面の 形態を絞 り込む こ とを目的とし た。

特 に，内部断面欠損率を 大 き くす る こ と に よ り，目地 性

能が向上す る か確認す る こ とが大き な 焦点 とな る。

　表一1お よ び図
一2 で，Ml 試験体 は既存の 台形目地

と ノ ッ チ 目地との 効果を比較す る ための 試験体で，試験

体側面の 片側 の みに 外部目地を埋め 込 ん だ 。 M2 〜恥 4，

M7 試験体は内部断面欠損率の 効果確認 の た め，埋込 み

目地の 幅を 0，20．30， 40の 4段階とし た。なお，組み

合わせるノッ チ目地 （目地幅 0．2  ） は目地深さ 10 

（外部断面欠損率 5％，は り全断面 の 幅に 対するノ ッ チ

目地深さの 比）で
一

定とした 。 これら目地部の構築に使

用 し た材 料 の
一
覧 を 図

一3に示す 。

　内部断面欠損率 の ほ か，目地部ひ び割れ荷重に影響を

及ぼす と考えられる要因として，鉄筋比，内部埋込鋼板

の 表面形状，ノッ チ目地形状に つ い て検討を行 っ た。鉄

筋比 ps につ い ては，予備実験に より目地部 ひ び割れ荷重

へ 及ぼす影響が少な い こ とが 確認 され た こ と か ら，本実

験で は Pk
＝1．27％ を標準とし，目地部で鉄筋を部分的に

切断す る場合の 鉄筋比 の 効果を 確認す る 目的 で，一
般部

の 鉄筋 6本 の うち 2 本また は 4 本を目地部 で部分的に

切断 し，目地部の 鉄筋を 4 本，2 本 （鉄筋比で そ れ ぞれ

p．

−rO ．43％ （M 　5 ），　 Pw＝O．85％ （M 　6） の 3水準とした。

　なお，標準的な鉄筋比を 1．27％ と
一

般 の耐震壁部材と

比較 して多く し た理由は 次に よ る 。 引張載荷 に よ り第
一
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の 目地部 で ひ び割 れ が 発 生 す る と，そ の 断面位置で は 鉄

筋だけ で引張力を負担しなければな ら な い 。 第
一

の 目地

部 で ひ び割 れ 後，引張荷重が増加して第二 の 目地部で も

ひび割れ発生が確認で き る ように す る に は ， 第
一

の 目地

で 鉄筋が降伏 しない よう引張降伏耐力 を コ ン ク リート

の ひ び割れ荷重計算値よりも大 き くす る 必要が あ る 。 本

試験体で は ， ひ び割れ 荷重計算値 の 1．5倍程度 の 引張力

が負担で き る だけの 鉄筋比とした。

　内部埋込み目地に つ い ては波板鋼板を標準とし たが ，

波板鋼板は型枠内へ の 設置などの 施工性が劣る ため ，こ

れ を改 良 した プ レス 鋼板 （M8 ）を考案し，埋込み 目地

鋼板の 表面形状 が 目地部ひ び割れ 発生荷重に及ぼす影

響 を確 認 す る こ と と した （図
一3 参照）。ノ ッ チ 目地 は厚

さ O．2mm ，幅 10mm の鋼板を型枠 に 埋め込ん だ だ け の ノ

ッ チを裸準と し，この ノ ッ チ部分 で 防水 シ
ー

ル処理を行

う場合を想定し ， 表面付近 に シール 施工 用の V カ ッ トの

付い た ノ ッ チ目地 （M9 ）の 2水準とした（図
一3参照）。

　｛2）シ リーズ2

　シ リーズ 2 は，シ リ
ー

ズ 1の 実験結果 か らノ ッ チ目地

単独 で あ っ て も高い びび割れ集中効果がある こ とが確

認されたこ とか ら，内部埋込み 目地を省略しノ ッ チ目地

の みを壁両側面に設置する場合 （対象は 主に壁厚 200mm

程 度 の 薄壁）に つ い て，目地部ひ び割れ性状の 把握を目

的とす る追加実験として 実施 した 。 表
一1 に 試験体 の一

覧を示す 。 M21 は従来 の 台形目地 20mm を両側に設置（外

部断面欠損率 20％）し た比較用 の 試験体，M22 〜M24 は

両側 の ノ ッ チ目地幅を 5，10，
15  （外部断面欠損率 5，

10，15％ ）の 3水準と し た試験体 で ある。 その 他条件に

つ い て は ， 使用材料を含め シ リーズ 1 と同
一

と した。

　使用材料は，呼び強度 27，ス ラ ンプ 1Scm，　WIC 　M ．0％

の レデ ィ ミ クス トコ ン クリ
ー

トを共通 で使用 した （表F2，

表一3）。 鉄筋は D13 の SD345 と した （表一4）。

断面に均一に作用させ る ため，試験体の 加力端部を工夫

した。試験体両端部 に は 6 本の M22 の 全 ネ ジ棒を埋め込

み，この 全ネジ棒 に沿わせ て 6 本の鉄筋   13）を配置

し両端部 5cm の 範 囲 を 全 ネ ジ樟および鋼板 に溶接固定

した 。 加力フ レ
ームか ら伝達 された 引張力は ， 全 ネ ジ棒

を 介 して
一

部は 鉄筋 に ，残 りは ネジ棒表面の 付着力に よ

っ て コ ン クリートに伝達される。全ネジ棒 の 終端部 で の

急激な 断面変化を避け る ため全ネジ棒端部は 30
°

の テ

ーパーと し た 。 試験体端部の詳細を図
一4に 示す 。

　試験体全体の 伸び変位は，試験体両端部それぞれ 4 カ

所に 埋め込まれたネジ 棒を基準点 と し，4カ所の 基準点

間の 伸びの 変化を高感度変位計 （CDP 。5，　 T 社製，分解

能 lnooernm ）を用 い て測定し，その平均値を試験体の

伸び変位 と した。また，目地部 2 カ所の 表裏中央位置 4

カ 所 に π 型変位計 （T 社製 ， 分解能，11100（  ln ）を 取付

け，各目地部位置 で の 局 部的な伸び変形を測定 した 。 以

上の 変形測定の 方法と位置 を 図
一5に 示す 。

　 衰一2 コ ン クリ
ー

トの材料試験結果 （シ リーズ 1）

表一3 コン クリートの材料試験結果 （シ リーズ 2）

表一4 鉄筋の材料試験結果

腫 別

D−13

材 質

SD345

障伏店

NXm2353
伏ひ　 bCxlel861引強麓さ

N／ 

　 559

鰰

製
…

4．実験方法

　本実験の 引張載荷は，写真一2 の よ うに試験体の 両端

を そ れ ぞれ 加 力 フ レーム に 固定し，試験体 の 両側に油圧

ジ ャ ッ キig　2 台設置して こ れ ら油圧 ジ ャ ッ キに 均等な 圧

縮力を作用 させ るこ とで ，その中間に設置された試験体

に 引張力 を作用 させ た 。 な お ， 試験体 の 寸法誤差や 加 力

装置 の 設置誤差か ら 生 じ る 上下方向 の 曲げ応力 の 影響

を 除 くため，試験体の 加力側端部をピン支承とした。

　さらに，加力 フ レ
ーム か ら伝達さ れ る引張力を試験体

“ 匿 厘塘

禽緲日臨

図
一3 目地部の構築材料

レス鋼額

写真
一2 引張実験状況

図
一4 試験体 の 加力端部 の 鮮細
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5．実験結果および考察

5．t 荷重 ・変形関係とひび割れ性状

　 シ リーズ 1の 総断面欠損率の 異なる試験体の 荷重一変

形関係実験結果を比較して図
一6 に 示す。図中○印で示

し た 最初の 目地部ひび割れ発生 （試験体 の 伸び変位 δ＝

約ql   ，試験体の 平均伸びひず み量に換算 し約65ρ

まで，荷重一
変形関係は ほぼ弾性挙動を示した。 目地部

で 最初の ひ 囎 1れ が発生 した 後，伸び変形 δ ・ 0．15  （同

約 100μ）前後で残 りの 目地部に も ひ び割れが 発生 （図

中●印） し，以後 さ らに載荷を続け る と，試験体伸び変

形 6・ O，3〜α4  程 度で
一

般部 に ひ び割れが生 じ （図中

▲印）， いずれもほ ぼ同様なひ び割れ性状を示 した 。

　 No ．22を除き，全 ての 試験体 に おい て，目地部ひ び割

れ 発 生 前 に一
般部 に ひ び割れが発生す る こ とは な か っ

た 。 この こ とから，ほ とんどの 目地が有効 に機能した と

考 え られ る。シ リーズ 2の M22 は ，総断面欠損率が 全

試験体中で最も小さい 5％ に設定されたもの で，試験体 3

体中2 体 で，一般部 ひ び割れが 目地部 ひ び割れよ り先行

して 発 生 す る結果 とな っ た 。 こ の こ と か ら
， 有効 な 目地

性能を実現する上で，ノ ッ チ目地の外部断面欠損率は少

な くと も 5％ を超 え る必 要が あ る と考 え られ る。

　 写真一3 は 目地部ひび割れ状況である。 内部埋込み目

地を有する場合，この 部分に発生したひ び割れも表面位

置で は ノ ッ チ目地内に集中 し，ノ ッ チ部 に直線状ひび割

れが発生す る こ とが確認 され た 。

5，2 引張載荷の精度

　 引張載荷の 精度は ，図一5に示す D −1か らD4 の 4 本の

変位デ
ー

タ か ら得られ る剛性 の ば らつ き を 比較 して検

証 し，図。7 にそ の例 を示 す 。 図
一7（a ）は，両方の 目地 に

ひ び割れ が 発生するまで の 荷重 と変位 の 関係を表 し，

Dl か ら D −4 の 4 つ の 変位デ
ー

タ が示 さ れ て い る。図
一7

（b）は ， 最初 の 目地 に ひ び割れ が生 じ る ま で の 引張剛性

　（第 1剛性）を Dl か ら DL4 の 変位デー
タごとにそれぞ

れ 示 し た も の である。 同図（c ）は ， 同じく最初の ひ び割れ

後に 2 番目の 目地 に ひ び割れが生 じ る までの 剛性 （第 2
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剛性）を表して い る 。 これ ら剛性は測定デー
タを直線近

似 し て 求め た 。 図
一7（b）と（。）の 比較から，第 2 剛性の ほ

うが 4本の ば らつ きが小さい傾向が見て 取れ る 。

　前記の 方法で，シ リーズ 1 の 試験体に つ い て，第 1剛
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図一7 引張載荷の糟度検証の例 （閥o．6  試験体）
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が 2 本発生 し，第 2 剛性 の 計算に適して い ない もの を除

く）。 その結果 各試験体の Dl〜Dtlから得 られ た第 1

剛性 の 標準偏 差 を 全 試験 体 で 平 均 化 し た 値 は

12COkNimm （第 1剛性の 全平均値 は 19651（Nlinm），同じ

く第 2雕 の 標鞠 差の 平均値は 137田   （第 2 剛性

の 全平均値 は 387 田   ）とな 揃 者の 1／10程度 で ある

こ とがわか っ た 。 また，第 1剛性の ばらつ きに より生じ

た変位の 差は，ひび割れ後は ひび割れ幅の ば らつ きに現

れてお り，第 2剛性に与える影響は小さい と考え られ る 。

こ れらから，2 番目の 目地の ひ び割れ荷重を採用するこ

と で偏心 の影響を低減で きて い る と判断さ れ，本研究の

方法が妥当であっ た こ とが伺われ る。

5．3 目地部 ひ び割れ荷重

　目地部 ひ び割れ荷重の実験結果
一
覧を表

一5 に 示す 。

目地部ひ び割れ荷重は，前述の ように 2 番目の 目地部ひ

び割 れ荷重を 用い ，同
一

試験 体 3体の 平均値 jP， で 表 した 。

目地部 の ひ び割れ荷重の実験値を一般部ひ び割れ荷重

計算値 。P。 （
一

般部断面積に各試験体の実験時材齢の コ ン

クリート割裂引張強度 を 乗 じた値）で 除 した 値 を 目地部

ひ び割れ荷重低減率 η と定義 し，表一5に ま とめ て示す 。

　図
一8 に シ リーズ 1 お よびシ リ

ー
ズ 2 の 主な試験体 の

総断面欠損率 と 目地部 ひ び割 れ荷重低減率 ηの 関係 を

比較して示す 。 同図 よ り以下の こ とがい える 。

a ．目地部の 総断面欠損率 が 大 き くな る ほ ど，目地部 ひ

び割れ荷重低減率ηが小さくなる傾向が認め られる。

b ．ノ ッ チ目地 と内部埋込み目地を組み合わせた場合，

総断面欠損率が 15％ 以上有れ ば，ηが 70％以 下 とな り，

既存 の 台形 目地 に よる総断面欠損率 20％ の場合の η
・＝

76％ （No ．21 の 結果〉を 上 回 る性能が期待 で きる。

c ．No．2 と No．8の 比較から，内部埋込み 目地の表面形

状の 違 い は影響が少な く，ほ ぼ同様な ηの 値 とな る。

d ．ノ ッ チ目地 の みの 場合，同
一

の 総断面欠損 率 の 台形

目地 に比較 して ηが小さく，台形目地 と同程度 の η とす

る に は，ノ ッ チ先端で の 応力集中が期待 され るこ とか ら

総断面欠損率 は おおよそ半分程度で よ い こ とが分 か っ

た。 ただし，試験体 No ．22 の 結果か ら 、 少な くとも 5％

を超 え る 欠 損率を 確保す る こ とが 必要 で あ る 。

　以 上 の 結果か ら，新し く提案したノ ヅ チ目地と内部埋

込 み 目地を併用 し た場合，既存目地 と同様 に総断面欠損

率が大きい ほ ど ηが小さくな り，内部埋 込 み 目地 の 幅を

断面欠損 と して扱わ ない と仮定すれば，大幅な増厚低減

の 可能性が 示唆 され る 。 ま た，内部埋込 み 目地 の ない ノ

ッ チ目地単独の 場合，同
一

の 断面欠損率の 既存目地と比

較 して ηが小さい 傾向が認あられ，ノ ッ チ目地の み で も

増厚の 低減が 図れ る見通しが得られ た。

　内部埋込み 目地 の 面内せん断伝達性能に っ い て，本研

究 で採用 した 凹 凸 があ る もの で なく，平鋼を用い た 場合

で もその 幅 が耐震壁の断面厚さの 20％以下であれ ば、せ

ん断耐力の 低下が起 こ らな い こ とが報告 され て い る
2）。

ま た ， 本研究 の 凹 凸がある場合 で は，少な くとも断面厚

さの 40％ ま で はせん断耐力が保持できる こ とを耐震壁構

造実験 に て確認 して お り，こ の 結果 は 別途報告す る。

　引張実験 で 得 られたひび割れ荷重に よ る 目地性能の

評価 は，実際の乾燥収縮に よる 収縮 ひ び割れ と比較 して，

断面内の 含水率分布 の 影響を反映 し て い な い こ とに 留

意が必要 で ある。含水率分布がある場合，引張応力の 発

生は 部材表面部分で大き く， 断面内部 で は 小さくな る 。

褒
一5 ひび割れ荷重の実験結果一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総齬面欠損＄（％｝

図
一8 断面欠損率がひ び割れ荷重低減宰に与える影響
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し たが っ て ，実部材 で は 外部 目地 で 効果が高 くな り，

内部埋込み 目地 で は効果が低減 さ れ る と考え ら れ る 。

しか し ， 本研究 で主 た る対象とする内部埋込み目地 に

外部目地を組み合わ せ た場合に は，含水率分布の 影響

が 平均化され ， 前記ひ び割れ荷重に よる評価は実際の

挙動を概ね再現してい るこ とが期待される。

5．4 目地部補強筋比の 影響

　 図一9 では ， 鉄筋の一
部を目地部で切断 し，目地部

の 鉄筋比 の み変化さ せ た 試験体に つ い て比較 した。こ

の 図 よ り，目地部 で鉄筋を 局部的に切断す る 方法で，

目地部 ひ び割れ荷重が低減 され る こ とが確認 さ れ，鉄

筋量 を lt3に した と き ηで 10％程 度 の 低減 とな る。こ

の ηの 低減 に相当する総断面欠損率は ， 図一8か ら 10
〜15％程度とな り，鉄筋 の 切断が可能 な場合に は，ひ

び 割れ集中効果 を 高め る有効 な 方法 とな りえ る こ と

がわか る。

5，5 目地部の局所変形およびひび割れ幅

　 シ リ
ー

ズ 1及び シ リーズ 2の試験体の 目地部の 局部

変形測定結果の例に つ い て図
一10に比較 して 示す。こ

れ らの 例 は 外部目地 の 種類 ， 内部埋込 み 目地 の有無，

外部目地 の 設置箇所 （片側と両側）な ど を勘案 して 選

定 した。な お，図 中 に は π 型変位計測長間 （5〔｝mm ）

の 試験体の弾性伸び変形計算値 （目地部断面欠損を無

視 し た計測長間の弾性伸び変形計算値。ヤ ン グ係数は 表

一2 お よ び表
一3 の 材料試験結果を使用）を一

点鎖線で

示 す 。 こ れらより，π 型変位計 の 計測結果 に 占め る弾性

変形の 影響は小さく，ひ び割れが発生 し た後は，こ の 計

測結果を 目地部の ひび割れ幅 と考えて もよ い こ とが わ

か る。 こ の 実験結果から以下の こ とが分か っ た 。

a ．片側 のみ 目地 の あ る シ リーズ 1 で は，い ずれも目地

側〔図
・10 で CL −2 と表記）の 変形量が大きく，目地の無い

側は，目地部 ひ び割れ発生 ま で ほ と ん ど変 形 を 生 じて お

らず，ノ ッ チ 目地 と従来の 台形目地 で 大き な相違はな い 。

b．両側目地の シ リーズ 2で は，両側がほぼ均等に 局部

的な 伸び変 形 を 生 じて い る こ とが 伺 え る。

　以上の 結果 よ り，ノ ッ チ目地と従来台形目地で は ほ ぼ

同様な 目地部 の 局部変形性状を 示す こ とが確認 さ れた 。

6．まとめ

　本研究で は ，新 しい 目地 を提案し，ひび割れ集中性能

を実験的に検討した 。 その結果次 の 結論が得られた。

（1）ノ ッ チ目地と内部埋込 み 目地を組み 合わ せ た 目地 で

　 は ，総断面欠損率が大き くな るほ ど 目地部 ひ び割れ

　 発生荷重低減率 ηが小さ くな り，総断面欠損率 に よ

　 っ て ηが 評価 で きる こ とが確認され た 。

（2）一般的に用い られる断面欠損率 20％ の 台形 目地 の 場

編 2。、 購 漉要。膿 。路 幟 閑

、器1
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　　　 図
一10 目地に発生 したひ び割れ幅の 履歴

　 合を 目標性能と考え た とき （η
；76％ に 相当），ノ ッ チ

　　目地と内部埋込み目地を組み合わせ た総断面欠損率

　 が 15％程度で こ の 目標を達成で き，内部埋込み目地

　 の 幅を断面欠損と して扱わ な い と仮定す れ ば，大幅

　 な増厚 低減の 可 能性が 示唆 され た 。

（3）ノッ チ目地単独の 場合で も，既存の台形目地 に よ る

　 断面欠損率 20％の性能が断面欠損率 IO〜15％ にて 達

　 成可能で ある こ とが 明らか となり，増厚の 低減 に 寄

　 与す る見通 しが得られた。

（4）目地部位置 で局 部的 に 鉄筋切断す る と，ηが小さく

　 なり，ηで 10％の 低減効果を期待す る に は，鉄筋の

　 2／3程度の切断が必要である こ とがわかっ た。

本研究 で は RC 部材に引張力を直接戴荷する実験 で 目

地性能の 検討 を行 っ たが ，実部材の 収縮を 拘束 した場合

の効果に つ い て も検証を行う予定で あ る。

参考文献

1）　日本建築学会 鉄筋 コ ン クリ
ー

ト造建築物の収縮ひ

　　び割れ制御設計 ・施工指針 （案）・同解説　2006

2） 松本智夫ほ か ：ひ び割れ誘発 目地付耐力壁に関す る

　　実験研究 （そ の 2 ），日本建築学 会 大会 梗概集 （近

　　畿），　pp．209−210，　2005

一452一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


